
3

4

6

7

平
成
23
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
は
２
分
の
１
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厚
生
労
働
省
年
金
局
は
、
四
月
一

九
日
、
平
成
二
三
年
度
の
基
礎
年
金

国
庫
負
担
に
関
す
る
三
大
臣（
玄
葉

国
家
戦
略
担
当
相
、
野
田
財
務
相
、

細
川
厚
労
相
）
の
合
意
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
合
意
内
容
は
、
次
の
二
点
。
①
平

成
二
三
年
度
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割

合
は
二
分
の
一
で
あ
る
こ
と
を
明
記

す
る
、
②
平
成
二
三
年
度
の
二
分
の

一
と
三
六
・
五
％
（
三
分
の
一
）
と

の
差
額
は
、
税
制
抜
本
改
革
に
よ
り

確
保
さ
れ
る
財
源
を
活
用
し
て
、
年

金
財
政
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
併
せ

て
法
制
化
す
る
。

第
一
次
補
正
予
算
と

特
例
法
が
成
立

　
五
月
二
日
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
費
を
盛
り
込
ん
だ
総
額
四

兆
円
規
模
の
第
一
次
補
正
予
算
が
、

参
議
院
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
。
同
日
の
参
議
院
本

会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
成
立
し
た
。
参
議
院
本
会
議
で
は

補
正
予
算
の
財
源
と
し
て
、
平
成
二

三
年
度
当
初
予
算
の
歳
出
見
直
し
で

確
保
す
る
約
三
・
七
兆
円
の
う
ち
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
分
か
ら
約

二
・
五
兆
円
を
転
用
す
る
た
め
の
財

源
確
保
特
別
措
置
法
案
や
特
例
法
な

ど
も
可
決
、
成
立
し
た
。

　
年
金
の
主
な
特
例
措
置
は
次
の
と

お
り
。
な
お
５
、
６
の
事
項
は
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め

の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関

す
る
法
律
」に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
回
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

１�
標
準
報
酬
の
改
定
の
特
例（
厚

生
年
金
保
険
法
）　
災
害
地
域
の

事
業
所
の
厚
生
年
金
保
険
の
標

準
報
酬
月
額
に
つ
い
て
、
被
災
に

よ
り
賃
金
に
著
し
い
変
動
が
あ

っ
た
場
合
は
賃
金
に
変
動
の
生

じ
た
月
か
ら
改
定
で
き
る
。

２�

保
険
料
の
免
除
の
特
例
（
厚

生
年
金
保
険
法
）　
災
害
地
域
の

事
業
所
の
被
保
険
者
に
対
す
る

賃
金
に
、
著
し
い
支
障
が
生
じ
て

い
る
場
合
は
厚
生
年
金
保
険
料

の
免
除
が
で
き
る
。

３�

厚
生
年
金
基
金
の
掛
金
等
の

免
除
の
特
例（
厚
生
年
金
保
険

法
）　
上
記
２
の
特
例
に
よ
り
、
厚

生
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
事

業
所
に
つ
い
て
、
基
金
の
掛
金
ま

た
は
徴
収
金
の
う
ち
、
免
除
保
険

料
相
当
額
の
免
除
が
で
き
る
。

４�

遺
族
基
礎
年
金
等
の
支
給
事

由
の
特
例（
国
民
年
金
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
、
確
定
給
付
企
業

年
金
法
、
確
定
拠
出
年
金
法
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
組
合
法
、
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
、
石
綿
救

済
法
、
船
員
保
険
法
、
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
）　

震
災

で
行
方
不
明
と
な
っ
た
人
に
つ

い
て
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
死
亡

を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
等
を

速
や
か
に
支
給
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
。

　
＊�

現
行
で
は
、
行
方
不
明
者
に
つ
い
て
民

法
の
規
定
に
よ
り
一
年
後
に
失
踪
宣
告

が
行
わ
れ
る
ま
で
死
亡
が
確
定
せ
ず
、

遺
族
基
礎
年
金
等
も
支
給
さ
れ
な
い
。

５�

老
齢
基
礎
年
金
等
の
裁
定
請
求

の
特
例（
国
民
年
金
法
、
厚
生
年

金
保
険
法
）　
特
別
支
給
の
老
齢
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第60回記念を迎える「となみチューリップフェア」のチューリップタワー（写真提供 富山県砺波市）

　
岐
阜
市
は
、
市
内
中
心
部
を
清
流
・
長

良
川
が
流
れ
、緑
豊
か
な
金
華
山
が
そ
び
え

る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。こ
の
自
然
を
舞

台
に
、
1
、3
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

「
ぎ
ふ
長
良
川
の
鵜
飼
」や
、
金
華
山
頂
の

「
岐
阜
城
」な
ど
、歴
史
あ
る
ま
ち
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
公
は
永
禄
10
年（
1
5
6
7
）、

義
父
の
斎
藤
道
三
公
が
か
つ
て
治
め
て
い

た
こ
の
地
を
攻
略
し
、「
岐
阜
」と
い
う
地
名

を
使
い
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
足
掛
け
10
年

に
わ
た
っ
て
、岐
阜
城
を
天
下
統
一
の
本
拠

地
と
し
て
戦
い
に
出
る
一
方
、「
楽
市
楽
座
」

な
ど
革
新
的
な
政
策
を
取
り
入
れ
て
岐
阜

を
治
め
ま
し
た
。ま
た
、城
や
麓
の
居
館
に

宣
教
師
な
ど
を
招
い
て
、お
茶
や
食
事
を
ふ

る
ま
っ
て
も
て
な
し
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま

す
。こ
の
居
館
跡
は
現
在
発
掘
調
査
を
進
め

て
お
り
、記
録
に
あ
る
よ
う
な
優
雅
な
場
所

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。こ

の
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
か
ら
今
年
2
月
、

金
華
山
一
帯
が「
岐
阜
城
跡
」と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
信
長
公
が
岐
阜
で
遺
し
た
足
跡
に
学
び
、

現
代
そ
し
て
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
よ
う
と
、岐
阜
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
取
り
組
み
を
進
め
、信
長
公
ゆ
か
り
の
ま

ち
岐
阜
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

ま
す
。
今
年
3
月
に
は
金
華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
も
と

の
岐
阜
公
園
は
、「
信
長
公
の
鼓
動
が
聞
こ

え
る
歴
史
公
園
」と
し
て
、武
家
屋
敷
風
の

案
内
所
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

居
館
跡
発
掘
調
査
現
場
も
公
開
し
て
い
ま

す
。ま
た
、毎
年「
信
長
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
く
な
ど
し
て
、信
長
公
と
い
え
ば
岐
阜
市

と
言
わ
れ
る
よ
う「
信
長
学
の
メ
ッ
カ
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。平
成
22
年
に
は
、信
長

公
が
居
城
を
構
え
た
愛
知
県
清
須
市
・
小

牧
市
、滋
賀
県
近
江
八
幡
市
と
連
携
し
、広

域
的
な
観
光
振
興
を
目
的
に「
信
長
公
居
城

連
携
協
議
会（
愛
称
”信
長
“の
夢
街
道
連

合
）」が
設
立
さ
れ
、連
携
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

制
作
や
、4
城
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
月
11
日
か
ら
は
、漆
黒
の
闇
の
中
、金

華
山
を
背
景
に
鵜
匠
の
技
を
堪
能
で
き
る

ぎ
ふ
長
良
川
鵜
飼
も
始
ま
り
ま
す
。ぜ
ひ
一

度
、岐
阜
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Voice & Voice 岐阜市ウェブサイト（http://www.city.gifu.lg.jp/）

C o n t e n t s

「国民年金よくある質問」
「厚生年金よくある質問」

ハードの整備により一定の成果が見られた岐阜
市。次なる目標はソフトの整備。「人間主義都市・
岐阜」とは。

市区町村の声

岐阜県岐阜市　細江茂光市長

東日本大震災の被災地から遠く離れた東海地方
にあっても、多くの影響を受ける四日市年金事務所
を訪ねた。

頑張る！　年金事務所

四日市年金事務所

読者のみなさまからメールを通して寄せられた、さま
ざまな声をご紹介します。

編集部に寄せられた

「年金に思う」

会員のみなさま、年金委員のみなさま、実務者のみ
なさまのお役に立つ情報を掲載します。

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
北
口
の
広
場
に
立
つ「
黄
金
の
織
田
信
長
公
像
」

厚
生
年
金
の
受
給
者
で
、
被
災
区

域
の
人
が
被
災
後
に
六
五
歳
に

な
っ
た
場
合
は
、
六
五
歳
に
な
っ

た
日
に
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚

生
年
金
の
裁
定
請
求
を
行
っ
た

と
み
な
し
て
、
引
き
続
き
年
金
を

支
給
す
る
。

６�

子
ど
も
手
当（
児
童
手
当
）の

拠
出
金
の
免
除
の
特
例（
子
ど

も
手
当
法
で
適
用
さ
れ
る
児
童
手

当
法
）　
保
険
者
は
、
災
害
地
域

に
お
け
る
事
業
主
の
拠
出
金
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第53回定期総会を５月19日に開催
　５月１９日（木）午前１１時から、第５３
回定期総会を『ルポール麹町』（東京都千
代田区平河町２-４- ３）で開催します。
　会員各位におかれましては、ご出席をお
願い申し上げます。

社団法人　日本国民年金協会
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社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制

度
に
関
す
る
実
務
検
討
会
の
第
七
回

会
合
が
四
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
、

全
国
知
事
会
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら

社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度

（
以
下
、
共
通
番
号
制
度
）
に
つ
い
て

の
意
見
聴
取
と
社
会
保
障
及
び
「
共

通
番
号
」
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
。

災
害
時
に
も
重
要

　
出
席
し
た
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国
市
議
会

議
長
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
は
、
共
通
番
号
制
度
を
早
急
に
つ

く
る
べ
き
、
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
費

用
負
担
を
軽
減
あ
る
い
は
ゼ
ロ
に
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
の

懸
念
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
全
国
市
長
会
は
東
日
本
大
震
災

の
被
災
実
態
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に

お
け
る
取
り
組
み
と
い
う
観
点
に
お

い
て
も
共
通
番
号
制
度
が
重
要
と
指

摘
し
た
。

現
在
の
社
会
保
障
制
度
に

不
満
な
人
は
72
・
6
％

　
社
会
保
障
及
び
「
共
通
番
号
」
制

度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
本
年

三
月
に
全
国
の
二
〇
歳
以
上
の
男
女

三
千
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査

し
、
総
務
省
統
計
局
の
人
口
推
計
に

お
け
る
一
〇
歳
階
級
別
の
人
口
構
成

比
に
近
似
さ
せ
て
実
施
し
た
。

　
現
在
の
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る

満
足
度
で
は「
不
満
・
や
や
不
満
」が

七
二
・
六
％
を
占
め
、「
満
足
・
ま
あ

満
足
」
の
一
四
・
五
％
を
大
き
く
上

回
っ
た（
グ
ラ
フ
１
）。
社
会
保
障
制

度
の
各
分
野
に
対
す
る
満
足
度
は
、

性
別
、
年
代
を
問
わ
ず「
医
療
制
度
」

に
つ
い
て
の
満
足
度
が
高
い
。
ま
た
、

七
〇
歳
以
上
で
は
、「
年
金
制
度
」「
医

療
制
度
」
の
満
足
度
が
高
い
の
に
対

し
て
、「
雇
用
支
援
策
」「
少
子
化
対

社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に
関
す
る
実
務
検
討
会

社
会
保
障
・
税
番
号
は
早
急
に
つ
く
る
べ
き

策
」「
介
護
制
度
」へ
の
満
足
度
が
低

い
。
二
〇
代
で
は「
少
子
化
対
策
」の

満
足
度
が
低
く
、
四
〇
代
で
は「
年

金
制
度
」の
満
足
度
が
低
い
。

　
今
後
の
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は「
社
会
保
障
の
給
付
水

準
を
保
つ
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
負

担
の
増
加
は
や
む
を
得
な
い
」の
四

三
・
六
％
に
次
ぎ
、「
社
会
保
障
の
給

付
水
準
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
大

幅
な
負
担
の
増
加
も
や
む
を
得
な

い
」の
六
・
三
％
と
あ
わ
せ
、
社
会
保

障
の
給
付
水
準
の
維
持
・
引
き
上
げ

の
た
め
に
負
担
増
を
容
認
す
る
人
が

四
九
・
九
％
と
な
っ
た（
グ
ラ
フ
２
）。

　
ま
た
、
今

後
の
負
担
の

あ
り
方
に
つ

い
て
は「
全

て
の
世
代
で

支
え
て
い
く

べ
き
で
あ
り
、

高
齢
者
と
現

役
世
代
双
方

の
負
担
の
増

加
は
や
む
を

得
な
い
」
が

四
一
・
二
％
、

今
後
の
給
付

の
あ
り
方
に

つ
い
て
は「
雇

用
支
援
策
、

少
子
化
対
策

（
子
育
て
支

援
）な
ど
、
現

役
世
代
の
生

活
を
支
え
る

こ
と
を
、
現
在
よ
り
も
重
視
す
る
べ

き
で
あ
る
」
が
四
四
・
八
％
と
い
う

意
見
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

情
報
の
不
正
利
用
に

懸
念
す
る
人
は
36
・
7
％

　
番
号
制
度
導
入
に
対
す
る
現
在
の

意
識
に
つ
い
て
は
、
導
入
検
討
に
つ

い
て「
内
容
を
含
め
て
知
っ
て
い
る
」

が
一
九
・
三
％
と
「
内
容
は
わ
か
ら

な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
の
五

七
・
九
％
を
含
め
八
割
近
く
に
認
知

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
共
通
番
号

制
度
が
必
要
か
に
つ
い
て
、「
必
要

だ
と
思
う
」
二
六
・
二
％
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
必
要
だ
と
思
う
」
四

四
・
二
％
を
合
わ
せ
る
と
七
〇
・
四

％
だ
っ
た
。

　
個
人
情
報
に
関
す
る
懸
念
で
は
、

「
共
通
番
号
が
導
入
さ
れ
る
と
、
偽

造
や
な
り
す
ま
し
に
よ
っ
て
、
自
分

の
情
報
が
他
人
か
ら
の
ぞ
き
見
さ
れ

た
り
、
不
正
利
用
を
さ
れ
た
り
す
る

の
で
は
な
い
か
」
が
三
六
・
七
％
で

も
っ
と
も
多
く
（
グ
ラ
フ
３
）、
国
家

に
よ
る
監
視
・
監
督
へ
の
懸
念
に
つ

い
て
は
、「
監
督
・
監
視
が
行
わ
れ

る
と
思
う
」と
回
答
し
た
人
が
四
六
・

九
％
だ
っ
た
。「
思
う
」
と
答
え
た
人

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
具
体
的
な
内
容
を

聞
く
と
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
把
握
さ
れ
る

こ
と
へ
の
懸
念
」
が

五
六
・
一
％
あ
り
、

そ
の
中
身
と
し
て

「
収
入
を
把
握
さ
れ

る
、
税
金
が
高
く
な

る
な
ど
の
懸
念
」
が

一
二
・
六
％
と
、
も

っ
と
も
高
か
っ
た

（
グ
ラ
フ
４
）。

　
番
号
の
不
適
切
な

利
用
や
国
家
か
ら
の

監
視
・
監
督
の
懸
念
に
応
え
る
た
め

の
第
三
者
機
関
の
設
置
が「
必
要
」

と
答
え
た
人
は
七
一
・
八
％
、「
必
要

な
い
」
と
答
え
た
人
は
一
五
・
九
％

だ
っ
た
。「
必
要
な
い
」
と
答
え
た
理

由
と
し
て
、「
第
三
者
機
関
が
信
用

で
き
な
い
」
が

二
三
・
〇
％
、

「
新
た
に
費
用

が
か
か
る
こ
と

へ
の
懸
念
」
が

一
六
・
七
％
、

「
天
下
り
先
に

な
る
こ
と
へ
の

懸
念
」
が
一
〇
・

〇
％
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　
番
号
制
度
導

入
に
伴
う
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
「
必

要
」
と
思
う
人

は
七
四
・
二
％

で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
が
配
布
さ
れ

た
場
合
、
カ
ー

ド
機
能
に
追
加

す
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
は

「
健
康
保
険
証
」

が
七
九
・
〇
％

で
ト
ッ
プ
、「
年
金
手
帳
」
七
四
・
八

％
、「
住
基
カ
ー
ド
」
六
三
・
〇
％
、

「
介
護
保
険
証
」
五
五
・
八
％
、「
運

転
免
許
証
」
四
八
・
五
％
、「
パ
ス
ポ

ー
ト
」
四
二
・
五
％
と
続
い
た
。
そ

の
他
の
懸
念
と
し
て
「
シ
ス
テ
ム
が

故
障
し
た
場
合
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

が
四
七
・
五
％
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で

「
共
通
番
号
制
度
に
関
連
す
る
業
界

団
体
が
で
き
て
、
既
得
権
益
が
発
生

す
る
の
で
は
な
い
か
」
が
四
三
・
三

％
、
共
通
番
号
制
度
の
導
入
に
多
大

な
費
用
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い

か
」が
四
二
・
二
％
だ
っ
た
。

　
同
検
討
会
は
あ
と
二
回
ほ
ど
開
催

し
、
個
人
情
報
保
護
Ｗ
Ｇ
と
情
報
連

携
基
盤
技
術
Ｗ
Ｇ
の
合
同
会
合
な
ど

も
行
う
予
定
だ
。

(n=3000)

男性 (n=1443)

女性 (n=1557)

20～29歳 (n=405)

30～39歳 (n=516)

40～49歳 (n=477)

50～59歳 (n=471)

60～69歳 (n=522)

70歳以上 (n=609)

年
代
別

性
別

全体

26.2

24.8

27.7

31.0

31.0

32.5

40.5

48.8

50.9

52.4

43.7

28.2

10.6

4.5

4.0

1.5

1.7

1.81.5

0.4

1.1

0.8

1.2

0.7

27.6

15.5

6.6

6.1

9.9

11.1

8.4

7.7

7.4

10.5

10.9

10.9

満足している まあ満足している どちらとも言えない やや不満だ 不満だ わからない

1.0

1.0

1.0

13.5

14.6

12.5

9.2

7.5

10.8

29.1

29.4

28.8

43.5

43.9

43.2

3.7

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足・まあ満足
14.5％

不満・やや不満
72.6％

グラフ1　現在の社会保障制度に対する満足度 性別・年代別
質問 . あなたは、全体として、現在の社会保障制度にどの程度満足していますか。

(n=3000)

男性 (n=1443)

女性 (n=1557)

20～29歳 (n=405)

30～39歳 (n=516)

40～49歳 (n=477)

50～59歳 (n=471)

60～69歳 (n=522)

70歳以上 (n=609)

年
代
別

性
別

全体

5.7

5.2

5.2

7.4

6.7

7.2

3.5

7.4

9.2

6.8

5.9

3.6

19.8

15.9

17.2

12.3

10.5

11.28.4

7.7

14.6

17.0

15.9

19.5

14.3

12.6

13.4

20.1

20.3

19.3

55.3

56.5

45.4

31.2

35.3

32.3

13.4

12.6

14.1

16.5

15.2

17.7

43.6

46.2

41.2

6.3

7.9

4.8

6.0

6.2

5.9

14.2

11.9

16.3

%001%08%06%04%02%0

社会保障の給付水準を
ある程度下げても、

従来どおりの負担とすべき

給付水準を大幅に
引き下げて

負担を減らすことを
優先すべき

その他

社会保障の給付水準を
保つために、ある程度の
負担の増加はやむを得ない

社会保障の給付水準を引き上げ
るために、大幅な負担の増加も

やむを得ない

わからない

※ベースは前問（国家による監視・監督への懸念）「思う」回答者
＜国家による監視・監督の具体的内容＞

※プライバシーの内容について具体的な記述のあるものを定量化

自由記述での回答
結果を定量化

＜個人情報に関する最懸念事項＞

(n=3000)

共通番号が導入され
ると、自分に関する情
報が漏えいしやすくな
るのではないか

その他

共通番号の利用者・
利用目的が国民に知
らされないのではないか

共通番号が導入され
ると、公務員によって
自分の情報がのぞき
見されたり、不正利用
をされたりするのでは
ないか

共通番号が導入され
ると、偽造やなりすま
しによって、自分の情
報が他人からのぞき
見されたり、不正利用
をされたりするのでは
ないか

36.7%

27.0%

18.7%

14.6%

3.1%

グラフ2　今後の給付と負担のバランスについて

グラフ4　国家による監視・監督への懸念

グラフ3　個人情報保護に関する懸念

性別・年代別

自由記述

全体

質問 . 今後の社会保障の給付と負担のバランスについて、今後どのような方向をめざすべきだと思
いますか。

質問 . 前問で「思う」と回答された方にお伺いします。国家による国民の監視や監督とは、具体的にはどのようなことですか。

質問 . 共通番号制度の導入にあたり、個人情報保護に関
して、あなたがもっとも懸念することは何ですか。
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岐
阜
駅
に
降
り
立
っ
て
ま
ず
驚

く
の
は
、
黄
金
の
織
田
信
長
公
の
像

と
、
高
層
ビ
ル
「
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ

ワ
ー
43
」を
仰
ぐ
近
代
的
な
街
並
み
。

「
か
つ
て
は
暗
い
雰
囲
気
の
駅
前
だ

っ
た
が
、
再
開
発
で
様
変
わ
り
さ
せ

た
」
と
二
〇
〇
二
年
よ
り
就
任
し
た

細
江
茂
光
市
長
は
話
す
。
経
済
誌
が

ま
と
め
る
「
住
み
た
い
駅
力
」
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
中
部
圏
で
岐
阜
駅
が

二
位
に
躍
り
出
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
ハ
ー
ド
の
整
備
が
一
定
の
成
果

を
見
せ
た
岐
阜
市
の
次
の
目
標
は
、

ソ
フ
ト
の
整
備
だ
。
昨
年
度
か
ら
は

「
人
間
主
義
都
市
・
岐
阜
」
を
掲
げ
、

人
へ
の
投
資
、
具
体
的
に
は「
教
育
」

「
健
康
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
ず

「
教
育
」
で
は
、
一
足
早
く
〇
六
年

度
か
ら
「
教
育
立
市
」
を
掲
げ
、
子

育
て
環
境
整
備
を
進
め
て
き
た
。
結

す
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
交
通
整
備
も

行
う
内
容
。
歩
行
者
や
自
転
車
の
優

先
道
路
整
備
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
実

施
の
ほ
か
、
バ
ス
専
用
路
線
を
設
け

て
電
車
感
覚
で
各
地
を
つ
な
ぐ
新
バ

ス
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
も
推

進
し
て
い
る
。

　「
事
前
の
一
策
は
事
後
の
百
策
に

勝
る
」
が
市
長
の
座
右
の
銘
。
医
療

体
制
整
備
な
ど
「
事
後
の
百
策
」
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
「
事
前
の
一
策
」
が
特
に
大
切
で
、

医
療
費
削
減
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　
岐
阜
市
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る

の
は
、
い
わ
ゆ
る
市
の
借
金
で
あ
る

普
通
債
の
大
幅
削
減
に
成
功
し
て
い

る
こ
と
。
九
九
年
度
に
一
三
六
二
億

円
あ
っ
た
市
債
は
着
実
に
減
り
続

け
、
昨
年
度
は
八
三
三
億
円
に
ま
で

減
っ
た
。「
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
な

が
ら
、
な
ぜ
こ
ま
で
削
減
で
き
た
の

か
と
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
そ
れ
に
は

秘
訣
が
あ
る
」と
市
長
は
言
う
。

　
ま
ず
、
駅
前
の「
岐
阜
シ
テ
ィ
・

タ
ワ
ー
43
」
は
総
工
費
が
一
五
〇
億

円
だ
っ
た
が
、
民
間
活
用
に
よ
り
市

の
支
出
は
一
三
億
円
に
抑
え
ら
れ

た
。
そ
の
一
三
億
円
も
、
同
タ
ワ
ー
内

に
約
二
四
〇
戸
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
の
固
定
資
産
税
で
回
収
で
き
る
。

ま
た
、
公
務
員
で
な
く
て
も
で
き
る

仕
事
に
は
民
間
を
活
用
し
、
市
職
員

の
定
数
を
削
減
し
て
い
る
。

　
年
金
に
つ
い
て
は
、「
制
度
設
計

の
大
転
換
が
必
要
」
と
市
長
は
考
え

る
。「
私
が
か
つ
て
住
ん
だ
ア
メ
リ

カ
で
は
“
４
０
１
ｋ
”
な
ど
で
自
分

の
年
金
を
積
み
立
て
る
。
ア
メ
リ
カ

的
発
想
が
す
べ
て
良
い
と
は
言
わ
な

い
が
、
今
後
の
人
口
・
経
済
縮
小
が

明
ら
か
な
以
上
は
、
国
民
の
合
意
を

得
て
思
い
切
っ
た
改
革
も
必
要
だ
」

（
市
長
）。

　
ま
た
、
年
金
や
社
会
保
障
は
日
本

で
は
政
争
の
具
に
な
り
が
ち
だ
が
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
社
会
保
障
は
政

争
の
具
に
し
な
い
の
が
約
束
。
政
権

交
代
に
関
わ
ら
ず
一
貫
し
て
議
論
さ

れ
る
べ
き
テ
ー
マ
だ
」と
指
摘
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

の
は
経
済
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
人

間
力
だ
と
も
市
長
は
力
を
込
め
る
。

「
地
方
の
人
口
減
少
は
深
刻
だ
が
、

教
育
や
医
療
で
人
に
投
資
す
る
自
治

体
に
は
『
住
み
続
け
た
い
』
と
思
う

人
が
増
え
る
。
ま
た
、
人
に
投
資
し

優
秀
な
人
材
を
多
く
生
み
出
す
地

に
は
、
企
業
も
来
た
い
と
思
う
だ
ろ

う
。
岐
阜
市
は
『
経
済
力
よ
り
も
人

間
力
』
を
追
求
す
る
こ
と
で
、『
住
み

た
い
市
』
に
選
ば
れ
続
け
て
い
き
た

い
」（
市
長
）。

人口・経済縮小を見据え年金制度の大改革も必要

岐阜県岐阜市　細江 茂光 市長

国年担当者から

他自治体と
一緒に改善を

働きかける

岐阜県岐阜市　国保・年金課

向かって左から飯沼さん、松野さん、小島課
長、（手前）松波さん、和田さん、山本さん

人
へ
の
投
資
を
加
速

「
人
間
主
義
都
市
」
を
め
ざ
す

果
、
長
年
に
わ
た
り
岐
阜
市
の
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
。「
教
育
立
市
」
宣
言
以

降
、
岐
阜
市
民
の
教
育
費
は
伸
び
続

け
、
〇
七
～
〇
九
年
の
平
均
は
一
六

万
七
五
八
五
円
で
全
国
の
都
道
府
県

庁
所
在
都
市
中
、
一
位
だ
。

　
一
方
「
医
療
」
で
は
、
岐
阜
市
は

人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
病
院
数
・

病
床
数
・
医
師
数
が
い
ず
れ
も
東
海

地
区
で
一
位
。
昨
年
度
か
ら
は
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
完
全
無
料

化
し
、
今
年
二
月
か
ら
は
子
宮
頸
が

ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ

ク
チ
ン
も
無
料
化
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
予
防
の
一
環
と
し
て

「
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
シ
テ

ィ
」
事
業
も
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
筑
波
大
学
を
中
心
に
内
閣
官
房

や
各
省
庁
の
支
援
を
受
け
、
総
合
的

健
康
づ
く
り
・
予
防
医
学
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
る

事
業
。
全
国
十
数

市
が
参
加
し
、
岐

阜
市
で
は
歩
き（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）、
自

転
車
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）を
活

用
し
た
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

単
に
意
識
啓
発
す

る
の
で
は
な
く
、

健
康
づ
く
り
を
促

　
岐
阜
市
国
保
・
年
金
課
で
は
、
正

職
員
五
名
、
年
金
相
談
員
一
二
名

（
本
庁
五
名
、
事
務
所
七
名
）
の
体
制

で
国
民
年
金
の
相
談
に
当
た
っ
て
い

る
。

　
多
い
相
談
の
一
つ
は
、
障
害
年
金

に
関
す
る
も
の
。「
岐
阜
市
は
医
療

機
関
が
多
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

は
」と
同
課
で
は
分
析
し
て
い
る
。

　
窓
口
で
の
課
題
は
、
や
は
り
す
べ

て
の
年
金
相
談
に
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
。「
厚
生
年
金
も
含
め
て
一
括

り
で
対
応
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て

来
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
落
胆
さ
れ
た

り
怒
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
相
談
場
所
も
狭
い
の
で
、
待
っ

て
い
た
だ
く
と
き
は
申
し
訳
な
い
気

も
し
て
い
ま
す
ね
」（
同
課
）。

　
連
絡
系
統
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

苦
慮
し
て
い
る
。
以
前
は
年
金
局
か

ら
社
会
保
険
事
務
所
、
そ
し
て
同
課

へ
と
連
絡
が
線
一
本
で
降
り
て
き
た

が
、
い
ま
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
も

地
方
厚
生
局
か
ら
も
バ
ラ
バ
ラ
に
連

絡
が
降
り
て
く
る
。「
実
務
関
連
の

こ
と
は
年
金
事
務
所
に
聞
い
て
」
と

言
わ
れ
て
事
務
所
に
聞
く
と
、
事
務

所
か
ら
は
「
本
部
か
ら
ま
だ
連
絡
が

来
て
い
な
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。

そ
の
あ
た
り
が
統
一
さ
れ
る
と
現
場

と
し
て
は
あ
り
が
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
昨
今
問
題
と
な
っ
た
第
三
号
被
保

険
者
の
件
に
つ
い
て
は
、
相
談
が
来

　岐
阜
市
は
人
口
約
四
二
万
人
の
中
核
市
。
岐
阜
駅
前
の
再
開

発
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
一
定
の
成
果
を
見
せ
、
現
在
は
教

育
や
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
「
人
間
主
義
都
市
・
岐
阜
」
の

創
造
を
め
ざ
し
て
い
る
。

【人口】　　　　   （平成23年4月1日現在）

　 　  総  人  口  419,306人
 0～14歳    57,298人 
 15～64歳    263,595人 
 65歳以上    98,413人 

【年金被保険者数】 （平成22年３月末現在）

 第１号被保険者  65,401人
 第2号被保険者    ───
 第3号被保険者  34,377人

【年金受給者数】   （平成21年度末）

 国民年金  98,121人
 厚生年金  95,685人

※ 第２号被保険者については、管轄の年金事務所及び日本年金
機構ブロック本部から情報を得ることができなかったため、不明

（資料　岐阜市、岐阜北年金事務所）

岐阜市　Data Box

る
と
年
金
事
務
所
を
案
内
し
て
い
る
。

同
課
で
中
途
半
端
な
説
明
を
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

　
年
金
制
度
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が

見
直
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思
う
点
も
あ

る
。「
そ
も
そ
も
い
ま
の
制
度
で
は

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
が
多
い
。
三
号
も
届
け
出
が
必
要

で
す
が
、
主
婦
な
ら
自
動
的
に
三
号

に
認
め
る
な
ど
す
れ
ば
、
記
録
漏
れ

や
未
納
問
題
も
改
善
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
同
課
）。

　
ま
た
、
最
近
で
は
海
外
を
行
き
来

す
る
人
が
増
え
て
お
り
、「
記
録
漏

れ
が
起
き
な
い
よ
う
、
例
え
ば
住
基

ネ
ッ
ト
等
で
カ
バ
ー
し
た
り
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
合
っ
た
対
応

も
求
め
ら
れ
る
」と
考
え
て
い
る
。

　
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
の
国
保
・
年
金
課

と
も
連
携
し
て
提
言
・
要
望
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
他
の
自

治
体
と
の
付
き
合
い
は
、
全
国
都
市

国
民
年
金
協
議
会
（
都
市
協
）
な
ど

で
の
出
会
い
を
機
に
生
ま
れ
た
も

の
。
そ
し
て
、
今
年
夏
に
は
岐
阜
市

で
都
市
協
が
開
催
さ
れ
る
。「
岐
阜

市
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
要
望
を
し
て

い
く
の
は
大
変
な
こ
と
。
や
は
り
多

く
の
自
治
体
と
一
緒
に
声
を
上
げ
、

現
状
を
少
し
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
同
課
）。
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一日
一六
〇
人
の
お
客
様
に
如
何
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
か
が
課
題
で
す

　
田
中
徹
副
所
長
は
金
融
・
証
券
業

界
出
身
で
こ
の
一
○
年
ほ
ど
は
投
資

銀
行
業
務
に
携
わ
り
、
昨
年
一
月
に

日
本
年
金
機
構
に
採
用
さ
れ
た
。
家

族
を
千
葉
県
浦
安
市
に
残
し
て
の
単

身
赴
任
だ
。
浦
安
市
は
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
地
盤
の
液
状
化
な
ど
に

よ
り
大
き
な
被
害
が
出
た
。
田
中
さ

ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
構
造
に
か
か
る

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
い
つ
停
止
す
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
住
民
は
利
用
し
て
い
な
い
。

　
そ
ん
な
田
中
副
所
長
は
現
在
の
心

境
を
「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
当
た

り
前
で
す
が
き
ち
ん
と
こ
な
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
職
員
が
気

持
ち
よ
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
職

員
と
一
緒
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
須
川
和
哲
厚
生
年
金
適
用
調
査
課

長
は
昨
年
一
○
月
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

本
部
か
ら
赴
任
。「
事
務
所
の
職
員
が

ず
い
ぶ
ん
若
返
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ
た
な
ぁ
と
い

う
印
象
で
す
。
本
部
か
ら
の
行
動
計

画
で
事
業
所
を
四
年
に
一
回
回
る
よ

う
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
管
内
八

千
社
の
事
業
所
調
査
を
確
実
に
動
か

し
て
い
く
。
そ
れ
と
長
期
的
に
は
若

間
、
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

で
保
険
料
特
別
徴
収
専
門
官
を
務

め
、
国
民
年
金
の
保
険
料
強
制
徴
収

の
本
格
実
施
に
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
年
金
制

度
を
守
り
育
て
て
い
く
」
こ
と
に
は

深
い
思
い
入
れ
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
玄
関
に
置
い
て
あ
る
「
ご
意
見
箱
」

に
お
礼
や
励
ま
し
の
お
手
紙
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
る
が
、「
ど
こ
の
所
長

さ
ん
も
同
じ
で
し
ょ
う
が
う
れ
し
い

で
す
ね
」。
機
構
で
は
今
年
か
ら
「
ほ

め
る
・
感
謝
す
る
風
土
づ
く
り
」
と

し
て
、
所
属
長
表
彰
や
サ
ン
キ
ュ
ー
・

カ
ー
ド
の
取
組
を
し
て
い
る
が
、「
そ

う
し
た
職
員
に
は
副
賞
も
渡
す
な
ど

し
て
『
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
ご
苦

労
様
で
し
た
』
と
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
職
員
へ
の
気
遣
い
を
示
す
。

　
最
後
に
今
後
の
抱
負
と
し
て
「
こ

の
数
年
、
記
録
問
題
対
応
で
、
適
用

促
進
や
事
業
所
調
査
、
滞
納
処
分
等

の
基
幹
業
務
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま

す
。
二
二
年
度
に
定
員
を
つ
け
て
い

た
だ
き
、
体
制
づ
く
り
は
で
き
た
の

で
、
記
録
問
題
、
年
金
相
談
業
務
と

併
せ
て
こ
れ
ら
基
幹
業
務
も
し
っ
か

り
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ご
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
は

年
金
制
度
に
つ
い
て
ご
存
じ
の
方
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
所
さ
れ

る
お
客
様
に
は
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
、文
書
で
の
ご
返
事
に
つ
い
て
は
、

『
誰
が
読
ん
で
も
わ
か
る
文
書
』
を

心
が
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
四
日
市
事
務
所
は
、
四
日
市
市
を

始
め
三
市
五
町
を
管
轄
し
、
管
内
の

人
口
は
五
九
万
人
に
の
ぼ
る
。

　
東
芝
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
等
の

電
機
メ
ー
カ
ー
、
住
友
電
装
、
デ
ン

ソ
ー
等
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
、

昭
和
四
日
市
石
油
、
三
菱
化
学
等
の

重
化
学
メ
ー
カ
ー
が
管
内
の
中
心
企

業
で
あ
り
、
適
用
事
業
所
に
は
そ
の

下
請
け
企
業
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
管
内
の
景
況
は
、
平
成
二
○
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
影
響
か

ら
は
完
全
に
は
脱
却
し
き
れ
て
い
な

い
た
め
、
雇
用
を
は
じ
め
と
し
た
企

業
体
力
は
改
善
し
て
い
な
い
。ま
た
、

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
が
部
品
の
供
給
不
足
等
に
出
始

め
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
予
断
を
許

さ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
さ
て
、
菅
原
修
所
長
は
愛
知
県
採

用
。昨
年
一
月
に
当
地
に
赴
任
し
た
。

旧
社
会
保
険
庁
時
代
は
県
内
異
動
が

原
則
だ
っ
た
が
、
機
構
に
な
っ
て
か

ら
は
、
逆
に
広
域
異
動
が
原
則
。
そ

こ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
は

「
各
県
に
よ
っ
て
、
記
録
問
題
等
の

作
業
の
プ
ロ
セ
ス
が
す
こ
し
ず
つ
違

の
発
行
、
朝
礼
時
で
の
事
例
研
究
に

力
を
入
れ
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
き
た
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
で
は
「
待
ち
時

間
が
三
○
分
を
超
え
る
こ
と
も
あ
ま

り
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
所
長
も
満

足
そ
う
だ
。

　
も
と
も
と
職
員
の
知
識
レ
ベ
ル
は

高
く
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
職
員
が
六
名
も
い
る
と

い
う
。
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
管
内

の
桑
名
市
、
い
な
べ
市
で
も
市
の
協

力
を
得
て
、
出
張
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、「
出
張
相
談
の
ニ
ー

ズ
は
高
い
で
す
ね
。
相
談
内
容
も
年

金
額
だ
け
で
な
く
、
年
金
制
度
全
般

に
対
す
る
も
の
に
広
が
っ
て
い
ま

す
」
と
所
長
。

市
町
と
の
連
携
、
協
力
を
密
に

国
民
年
金
は
地
域
住
民
の
年
金

　
国
民
年
金
事
業
の
市
町
村
と
の
関

係
に
つ
い
て
所
長
は
「
戸
籍
謄
本
、

住
民
票
の
交
付
請
求
に
つ
い
て
は
、

管
内
全
て
の
市
町
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
語
り
、
さ
ら
に
「
国
民
年
金

は
地
域
住
民
の
方
々
の
年
金
制
度
。

機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
今
で

も
、
市
町
の
ご
協
力
は
必
要
で
す
。

連
携
を
今
ま
で
以
上
に
密
に
し
、
こ

ち
ら
で
で
き
る
こ
と
は
、
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
市
町
と
の
協
力
、

連
携
を
強
調
し
た
。

　
所
長
は
平
成
一
六
年
か
ら
三
年

い
職
員
を
し
っ
か
り
育
て
て
い
く
こ

と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

対
岸
の
火
事
で
は
な
い

深
刻
な
大
震
災
の
影
響

　
兼
子
公
彦
厚
生
年
金
徴
収
課
長
は

静
岡
県
浜
松
市
か
ら
単
身
赴
任
。
今

回
の
東
日
本
大
震
災
は
「
対
岸
の
火

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
る
。
管

内
の
適
用
事
業
所
で
は
、
東
北
地
方

か
ら
の
部
品
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
企
業
、
仕
事
を
受
注
し
て
い
た
企

業
も
あ
り
影
響
は
深
刻
だ
。
保
険
料

を
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業
所
も

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　「
保
険
料
を
一
か
月
滞
納
す
る
と

回
復
さ
せ
る
の
に
三
～
六
か
月
か
か

り
ま
す
。
震
災
に
よ
る
影
響
に
は
心

が
痛
み
ま
す
が
…
…
。」
と
兼
子
課

長
の
悩
み
は
つ
き
な
い
。

　
杉
山
久
生
国
民
年
金
課
長
は
昨
年

四
月
静
岡
県
静
岡
市
か
ら
単
身
赴

任
。
国
民
年
金
事
業
は
市
町
村
と
の

協
力
関
係
の
構
築
が
ポ
イ
ン
ト
の
ひ

と
つ
だ
が
、「
こ
ち
ら
に
赴
任
し
て

か
ら
何
度
か
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
市
町
か
ら
は
研
修
の
要
望

も
あ
り
、
二
月
と
三
月
に
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
受
講
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

手
応
え
が
あ
り
ま
す
の

で
、
新
年
度
は
新
人
の

研
修
会
を
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
積
極

的
な
姿
勢
を
示
す
。

　
収
納
対
策
で
は
「
ま

ず
適
用
を
き
ち
ん
と

や
る
こ
と
が
必
要
。
ま

菅原修所長

四
日
市
年
金
事
務
所
（
三
重
県
）

う
こ
と
」（
所
長
）。

「
ど
う
や
っ
て
解
決
す
る
ん
で
す

か
？
」
と
の
問
い
に
、「
そ
れ
ぞ
れ

長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
よ

い
と
こ
ろ
を
と
り
ま
す
。
第
一
線
の

職
員
に
『
今
ま
で
君
た
ち
ど
う
や
っ

て
い
た
』
と
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

他
課
の
職
員
も
快
く
手
伝
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
フ
ォ
ロ
ー

　
四
日
市
事
務
所
に
年
金
相
談
で
訪

れ
る
一
日
の
人
数
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
本

部
内
四
四
事
務
所
の
中
で
も
ベ
ス
ト

三
に
入
る
と
い
う
。「
一
日
、
一
六

○
人
に
の
ぼ
る
お
客
様
に
、
い
か
に

満
足
し
て
お
帰
り
い
た
だ
く
か
が
最

優
先
の
課
題
で
す
」
と
所
長
。
相
談

者
へ
の
対
応
は
お
客
様
相
談
室
が
第

一
線
で
対
応
し
て
い
る
が
、
他
課
の

職
員
も
快
く
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。
各
課
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も

感
じ
た
こ
と
だ
が
、
事
務
所
内
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
は
と
て
も
よ
く
、
そ
れ

が
事
務
所
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
あ
げ
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
と
は
言
え
、
機
構
発
足
当
初
は
、

日
に
よ
っ
て
は
一
時
間
待
ち
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
ブ
ー
ス
数

を
増
や
し
、
併
せ
て
、
相
談
室
長
を

中
心
に
研
修
会
の
実
施
、
課
内
新
聞

年金事務所
　前
回
は
岩
手
県
の
花
巻
年
金
事
務
所
。今
回
は
被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
海
地
方
、三
重
県
の
四
日
市
。地
震
の
影
響

は
そ
れ
ほ
ど
あ
る
ま
い
と
訪
れ
た
の
だ
が
認
識
は
甘
か
っ
た
。
岩
手
、宮
城
、福
島
は
四
日
市
の
企
業
に
と
っ
て
原
材
料
や

部
品
の
供
給
元
で
あ
っ
た
り
、製
品
の
供
給
先
で
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
。今
回
の
震
災
が
日
本
経
済
に
残
し
た
爪
痕
は
そ
れ

だ
け
深
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

職
員
が
気
持
ち
良
く
働
け
る

環
境
づ
く
り
を

た
、
市
場
化
業
者
と
の
連
携
を
密
接

に
進
め
る
こ
と
で
納
付
月
数
を
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
業
者
の
力
だ
け
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
も
大
事
で
す
。
職
員
が
輪
番
制

で
講
師
を
務
め
研
修
を
実
施
し
、
一

人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
職
員
の
レ
ベ
ル
も
上

が
り
ま
す
し
、
同
時
に
課
全
体
の
業

務
も
ス
ム
ー
ズ
に
回
っ
て
い
く
の
で

は
」と
杉
山
課
長
。

厳
し
い
職
場
環
境
の
緩
和
へ

課
内
新
聞
の
発
行
を
試
み
る

　
最
後
に
、「
四
日
市
事
務
所
に
は

五
年
間
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
熊
崎
尚
子
お
客
様
相
談
室

長
。「
お
客
様
の
待
ち
時
間
は
三
○

分
以
内
が
目
標
で
す
が
、
ほ
ぼ
ク
リ

ア
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
ブ
ー
ス
は

も
と
も
と
七
ブ
ー
ス
だ
っ
た
も
の
を

徐
々
に
増
や
し
、
四
月
か
ら
は
最
大

一
○
ブ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。
お
客
様

に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
時
間
に

質
問
内
容
を
確
認
し
た
り
、
記
録
を

打
ち
出
す
な
ど
の
工
夫
も
し
て
、
お

客
様
の
満
足
度
を
上
げ
な
が
ら
待
ち

時
間
を
短
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職

員
は
交
代
で
昼
休
み
を
と
り
、
一
二

時
か
ら
一
時
ま
で
の
間
も
六
～
七
ブ

ー
ス
で
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
語
る

熊
崎
室
長
。

　
厳
し
い
職
場
環
境
を
職
員
の
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
少
し
で
も
緩
和
し
よ
う
と

始
め
た
の
が
、
課
内
新
聞
の
発
行
と

壁
の
張
り
紙
だ
。「
職
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
励

ま
す
想
い
か
ら
始
め
ま
し
た
」（
熊

崎
室
長
）。
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厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会

は
不
整
合
記
録
問
題
に
関
す
る
抜
本

改
善
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め

「
第
三
号
被
保
険
者
不
整
合
記
録
問

題
対
策
特
別
部
会
」
を
設
置
し
、
四

月
五
日
に
初
会
合
を
開
い
た
。
部
会

長
に
は
本
田
勝
彦
・
日
本
た
ば
こ
産

業
㈱
相
談
役
が
、
部
会
長
代
理
に
は

山
崎
泰
彦
・
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

大
学
名
誉
教
授
が
就
任
。
細
川
厚
労

相
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
抜
本
改
善
策

を
今
国
会
に
提
出
す
る
考
え
を
表
明

し
た
。

最
大
で
約
１
６
５
万
人
の

年
金
額
に
影
響
が

　
四
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
会
合
で
は
、
不
整
合
記
録
状
況
に

つ
い
て
粗
い
推
計
を
発
表
し
た
。

　
現
在
、
第
三
号
被
保
険
者
に
か

か
る
不
整
合
記
録
を
有
す
る
約

九
七
・
四
万
人
の
う
ち
、
年
金
額
に

影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
は
約

四
七
・
五
万
人
い
る
こ
と
が
判
明
。

こ
の
四
七
・
五
万
人
は
、
年
金
額
に

影
響
が
な
い
同
月
得
喪
に
か
か
る
不

整
合
記
録
の
み
を
有
す
る
人
と
、
ま

だ
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

直
近
二
年
間
に
不
整
合
記
録
を
有
す

る
人
と
を
除
外
し
た
人
。
こ
の
う
ち

約
五
・
三
万
人
は
、
す
で
に
不
整
合

記
録
を
有
す
る
記
録
を
も
と
に
裁
定

を
受
け
て
い
る
。
一
方
、
す
で
に
不

整
合
記
録
を
過
去
二
年
以
上
遡
っ
て

訂
正
し
て
い
る
人
約
一
一
七
・
六
万

人
の
う
ち
、
約
五
〇
・
三
万
人
は
訂

正
し
た
記
録
に
基
づ
く
年
金
を
受

給
し
て
い
る
。
今
後
実
施
さ
れ
る
抜

本
改
善
策
に
よ
っ
て
は
、
最
大
で
約

一
六
五
・
一
万
人
の
年
金
額
に
影
響

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
他
、
不
整
合
月
数
に
つ
い

て
の
推
計
も
示
さ
れ
た
。
年
金
額

に
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
約

四
七
・
五
万
人
の
一
人
あ
た
り
の
不

整
合
月
数
は
、
受
給
者
で
約
六
・
八

月
、
被
保
険
者
等
で
は
約
二
三
・
五

月
。
ま
た
最
長
の
不
整
合
月
数
は
、

受
給
者
で
一
二
八
月
（
一
〇
年
八

カ
月
）、
被
保
険
者
等
で
二
二
四
月

（
一
八
年
八
カ
月
）だ
っ
た
。

　
四
月
一
九
日
に
開
か
れ
た
第
三
回
会

合
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
論
点
で

委
員
ら
が
検
討
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

具
体
的
措
置
の
内
容
に
つ
い
て

�

　
被
保
険
者
・
受
給
者
に
対
し
て
カ
ラ

期
間
＋
特
例
追
納
と
い
う
形
に
す
る

か
、
受
給
者
に
過
去
に
支
払
わ
れ
た

年
金
の
返
還
を
求
め
る
か
、
受
給
者

の
将
来
の
年
金
額
を
減
額
す
る
か
。

過
去
の
訂
正
に
よ
る
期
間
の

取
扱
い
に
つ
い
て

�

　
す
で
に
不
整
合
記
録
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
訂
正
さ
れ
て
い
る
期
間

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
特
例
措
置
の

対
象
と
す
る
か
。

い
わ
ゆ
る
運
用
三
号
の
取
扱
い

を
受
け
た
人
に
つ
い
て

�

　
今
年
の
一
月
に
遡
っ
て
運
用
三
号

の
取
扱
い
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

同
様
に
特
例
措
置
を
適
用
す
る
か
。

特
例
追
納
に
つ
い
て

　
保
険
料
額
の
水
準
を
ど
う
す
る
か
、

特
例
追
納
は
三
年
間
の
措
置
で
よ
い
か
。

障
害
・
遺
族
年
金
に
つ
い
て

　
受
給
権
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
四
月
二
八
日
に
は
第
四
回
会
合
が

行
わ
れ
、
不
整
合
記
録
新
規
発
生
防

止
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
た
。
示
さ
れ
た
新
規
発
生
防
止
の

た
め
の
主
な
対
応
に
つ
い
て
（
案
）

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

１�

配
属
者
の
属
す
る
健
保
組
合
に

お
い
て
被
扶
養
配
属
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
策
に
つ
い
て

　
配
属
者
の
属
す
る
健
保
組
合
に
お

い
て
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
健
保
組
合
や
事
業

主
か
ら
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

を
検
討
す
る
。
な
お
、健
保
組
合
か
ら

情
報
提
供
を
求
め
る
場
合
の
対
応
案

は
、
下
記
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
と
お
り
。

２�

勧
奨
状
を
送
付
し
て
も
返
戻

さ
れ
る
場
合
の
対
策
に
つ
い
て

　
現
在
、
日
本
年
金
機
構
は
不
整
合

記
録
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し

た
人
に
対
し
、
そ
の
住
所
に
第
一
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
を
行
う
よ

う
勧
奨
状
を
送
付
し
て
い
る
が
、
宛

先
不
明
で
返
戻
さ
れ
る
場
合
、
市
区

町
村
に
住
所
を
照
会
し
、
そ
の
結
果

得
ら
れ
た
住
所
に
改
め
て
勧
奨
状

を
送
付
し
て
い
る
。
市
区
町
村
か
ら

得
ら
れ
た
住
所
に
送
付
し
た
勧
奨
状

が
返
戻
さ
れ
る
場
合
や
市
区
町
村
か

ら
住
所
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
勧
奨
状
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
職
権
に
よ
る
種
別
変
更
も
行
え

て
い
な
い
。

　
今
後
、
勧
奨
状
を
送
付
し
て
も
宛

先
不
明
で
返
戻
さ
れ
る
人
へ
の
対
応

　
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議
会
の

総
会
及
び
研
修
会
は
、
七
月
一
五
日

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
『
じ
ゅ
う
ろ
く

プ
ラ
ザ
』（
岐
阜
市
橋
本
町
本
町
一-

一
〇-

一
一
）で
開
催
さ
れ
る
。

　
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議
会
は
、

全
国
都
市
間
の
連
携
の
も
と
に
国
民

年
金
制
度
の
調
査
研
究
を
行
い
、
制

度
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
健
全
な
発

を
徹
底
す
る
た
め
、
①
日
本
年
金
機

構
に
お
い
て
、
業
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
新
住
所
を
調
査
す
る
方
法
を
具

体
的
に
記
載
す
る
、
②
新
住
所
を
調

査
し
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
に
対
し
て
も
、
職
権
に
よ
る
種

別
変
更
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
な
お
、
将
来
は
社
会
保
障
と

税
に
関
わ
る
番
号
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
そ
の
他
、
関
連
す
る
取
組
み
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

１�

年
金
裁
定
時
に
お
け
る
不
整

合
記
録
の
審
査
の
徹
底

　
年
金
裁
定
時
に
第
三
号
被
保
険
者

期
間
の
不
整
合
記
録
の
審
査
を
徹
底

す
る
た
め
に
、
①
日
本
年
金
機

構
の
業
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

具
体
的
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
②
配
偶
者

が
第
一
号
被
保
険
者
期
間
で
本

人
が
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
機
械

的
に
不
整
合
期
間
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。

２�

不
整
合
記
録
是
正
の
た
め

の
周
知
・
確
認
依
頼

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
第
三
号
被

保
険
者
が
行
う
べ
き
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る

配偶者の属する健保組合において被扶養配偶者でなくなった
場合の対策のイメージ図

ご職業ごとに加入できる職能型もあります。 
くわしくはホームページをご覧ください。 

ご相談・お問い合わせ・資料請求は──

0120-65-4192
フリーダイヤル

※地域によっては携帯電話からはつながらない場合があります。
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自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

国民年金にゆとりをプラス。
　　自分で入る公的な個人年金。
国民年金にゆとりをプラス。
　　自分で入る公的な個人年金。

◎掛金は全額所得控除。
◎掛金は自由に設定。
　※口数単位での設定になります。また、途中での変更も
　　可能です。

◎基本は終身年金。だから、一生涯お受取り。
◎万が一の時にはご家族に一時金も。
　※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。
　　（Ｂ型を除きます。）

老後までトク 老後からトク老後までトク 老後からトク

社
会
保
障
審
議
会

第
三
号
不
整
合
記
録
問
題
対
策

特
別
部
会
が
議
論
を
ス
タ
ー
ト

　四
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
不
整
合
記
録
問
題
対
策
特
別

部
会
の
会
合
が
、
今
国
会
で
の
法
案
成
立
を
目
指
し
、
毎
週

開
催
さ
れ
て
い
る
。

第
49
回
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議
会
が

岐
阜
市
で
7
月
15
日
開
催

展
に
寄
与
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
、

昭
和
三
八
年
の
発
足
以
来
、
本
年
の

岐
阜
市
開
催
で
四
九
回
を
迎
え
る
。

　
同
協
議
会
は
市
区
町
村
が
密
接
に

連
携
し
、
国
民
年
金
制
度
の
必
要
な

制
度
改
正
等
を
提
言
し
た
り
厚
生
労

働
省
及
び
日
本
年
金
機
構
な
ど
に
要

望
活
動
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
も
着

実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

と
と
も
に
、
自
ら
の
ね
ん
き
ん
記
録

の
確
認
を
求
め
る
。

３
職
権
に
よ
る
種
別
変
更
の
迅
速
化

　
不
整
合
記
録
が
生
じ
て
い
る
人
に

対
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
種
別

変
更
に
つ
い
て
、
現
在
勧
奨
状
を
送

付
し
て
か
ら
四
カ
月
後
に
行
っ
て
い

る
、
職
権
に
よ
る
種
別
変
更
を
行
う

ま
で
の
期
間
を
二
カ
月
後
に
短
縮
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

部
会
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

部
会
長
本
田
勝
彦�

日
本
た
ば
こ
産
業(

株)

相
談
役
、

部
会
長
代
理
山
崎
泰
彦�

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

名
誉
教
授
、
岩
村
正
彦�

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
教
授
、
海
辺
陽
子�

主
婦
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
と

共
に
生
き
る
会
副
理
事
長
、
大
山
永
昭�

東
京
工
業
大
学

教
授
、
見
城
美
枝
子�

青
森
大
学
教
授
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
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国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業

務
の
民
間
事
業
者
委
託
は
、
平
成

一
九
年
に
始
ま
り
段
階
的
に
拡
大

さ
れ
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
民
間

事
業
者
参
加
の
入
札
で
選
び
効
率

化
す
る
と
し
て
進
め
て
い
る「
市

場
化
テ
ス
ト
」で
あ
る
。

　
日
本
年
金
機
構
は
基
本
計
画
に

「
積
極
的
に
外
部
委
託
を
行
い
、

効
率
化
を
進
め
る
と
の
路
線
が
敷

か
れ
て
い
る
」
と
か
、「
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
保
険
料
収
納
の
向
上
を

図
る
」
と
か
、「
年
金
事
務
所
に
よ

る
納
付
督
励
と
比
較
し
て
相
当
の

コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
成
果
が
上
が
っ
て
お
ら
ず

「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
も
そ
も
国
民
年
金
保
険
料
の

収
納
業
務
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
く

く
ら
れ
て「
市
場
化
テ
ス
ト
」に
馴

染
む
の
か
、
日
本
年
金
機
構
運
営

　
役
場
で
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
年
金
は
複
雑
で
、
相
談
に
お

答
え
す
る
の
も
苦
労
の
連
続
で

す
。
昨
今
は
、
公
務
員
の
ミ
ス
は

ま
ず
処
分
あ
り
き
、
と
い
っ
た
傾

向
も
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
胃
の
痛

む
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
役
場
の
職
員
は
、
市
民
の
皆
様

に
ご
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
、
対

　
子
ど
も
が
一
〇
年
ほ
ど
、
年
金

病
院
に
通
院
し
て
い
ま
す
。

　
心
配
な
の
は
、
社
会
保
険
病
院

や
、
年
金
病
院
が
売
却
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
な
た

か
が
、「
年
金
保
険
料
は
給
付
以

外
に
一
円
も
使
わ
せ
な
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
医
療
施
設
が
、「
年
金
の

無
駄
遣
い
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
で

　
四
月
一
九
日
付
け
の
日
本
経
済

新
聞
の
朝
刊
に
、
年
金
制
度
改
革

案
の
厚
生
労
働
省
原
案
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
て

い
た
。

　
記
事
に
よ
る
と
改
革
案
は
二
段

階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
第
一
段

階
で
は
高
所
得
者
向
け
の
給
付
額

を
抑
制
す
る
ほ
か
、
専
業
主
婦
か

ら
の
保
険
料
徴
収
、
パ
ー
ト
労
働

者
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
条
件
を

緩
和
す
る
。
第
二
段
階
は
民
主
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
盛
っ
た
最

低
保
障
年
金
の
創
設
な
ど
、
よ
り

抜
本
的
な
制
度
の
変
更
を
目
指
す

内
容
と
い
う
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
世

代
間
の
支
え
合
い
と
い
う
現
行
の

年
金
制
度
の
理
念
と
シ
ス
テ
ム
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
年
金

受
給
世
代
の
給
付
の
抑
制
、
現
役

世
代
の
負
担
増
は
さ
け
ら
れ
な
い

と
こ
ろ
と
私
も
思
う
。
そ
の
意
味

で
は
厚
労
省
案
は
妥
当
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
記
事
で
は
パ
ー
ト

編集部に寄せられた 　年金広報編集部には、読者のみなさまからメールを通
してさまざまな「声」が寄せられています。今号では、
寄せられたご意見の一部をご紹介します。

編集部では今後もみなさまのご意見を募集しております。
『年金に思う』への投稿は 400 字以内で koho08@nenkin.or.jp
まで、お寄せください。

労
働
者
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
拡

大
に
は
流
通
・
外
食
産
業
を
中
心

と
し
た
産
業
界
の
反
対
が
確
実

で
、
高
所
得
者
層
の
年
金
減
額
、

専
業
主
婦
か
ら
の
保
険
料
徴
収
に

も
反
発
は
不
可
避
と
も
記
さ
れ
て

い
た
。

　
し
か
し
個
別
利
害
を
主
張
し
て

い
た
の
で
は
年
金
改
革
は
進
ま
な

い
し
、
子
孫
に
負
担
を
先
送
り
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
年
金

は
私
た
ち
の
老
後
の
大
切
な
生
活

資
金
で
あ
る
と
同
時
に
、
み
ん
な

で
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
公
共
財
な
の
だ
か
ら
、
日

本
社
会
の
将
来
像
を
見
据
え
た
議

論
を
望
み
た
い
。

　
年
金
改
革
の
議
論
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
議
論
と
似
て

い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
目

先
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
未
来
に

ま
で
責
任
を
持
つ
議
論
が
必
要
と

い
う
意
味
で
あ
る
。（
千
葉
県
会

社
経
営
）

『年金に思う』

評
議
会
で
の
意
見
に
も
あ
る
よ
う

に
効
果
を
十
分
に
検
証
し
た
う
え

で
今
後
の
あ
り
方
を
判
断
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
は
十

数
年
以
前
に
は
市
区
町
村
が
や
っ

て
い
た
。
市
区
町
村
の
担
当
の
方

が
被
保
険
者
を
戸
別
に
回
り
キ
メ

細
か
く
対
応
を
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
社
会
保
険
事
務
所
で
職
員
の

方
や
国
民
年
金
推
進
委
員
の
方
が

戸
別
に
回
り
年
金
の
大
切
さ
や
制

度
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
し

保
険
料
の
収
納
を
し
て
い
た
。

　
年
金
権
を
確
実
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
達
に
年
金
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
保
険
料

収
納
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。「
市
場
化
テ
ス
ト
」

が
必
要
な
分
野
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
は

丁
寧
に
キ
メ
細
か
く
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。（
香
川
県
第

一
号
被
保
険
者
）

応
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
直
近
の
通
知
な
ど
、
情

報
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
市
町
村
職
員
の
た

め
の
研
修
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ

い
。
コ
ス
ト
以
上
の
成
果
を
お
約

束
で
き
ま
す
。

　
役
場
の
窓
口
は
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

括
ら
れ
て
い
る
の
は
、
納
得
で
き

ま
せ
ん
。
国
民
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
、
保
険
料
の
一
部
が
使
わ
れ

る
こ
と
は
、
い
け
な
い
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
る
世
代
へ

の
福
祉
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
病
院

を
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。（
神
奈
川
県
主
婦
）

年
金
改
革
「
厚
労
省
原
案
」
に
想
う

研
修
を
お
願
い
し
ま
す

年
金
病
院
を
売
却
し
な
い
で

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
は

見
直
す
べ
き
で
あ
る

「年金図書」平成23年度改訂のご案内

年金相談Ｑ＆Ａ  （平成23年度版） 現場力を高める!! 

Vol.1　老齢年金－加入と請求手続き Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）
Vol.2　老齢年金－年金額の計算 Ｂ5判　定価1,260円（本体1,200円＋税）
Vol.3　遺族年金と障害年金 Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）

年金相談に携わる人を対象に、具体的な相談例を挙げてＱ
（問題）とＡ（解答）および解説を掲載。問題の例文を読み、考
え、かつ解くことで、相談者に的確に答えられるように編集。年
金相談の現場力を自らの力とし、高めることができる問題集。
＜平成23年5月発刊予定＞

東京 ☎（03）3252-7901　関西 ☎（06）6765-7836
中部 ☎（052）951-0261　中国 ☎（082）223-2707

A5判　定価4,200円（本体4,000円＋税）
国民年金・厚生年金の受給条件・年金
額・諸手続きを図解・記載例などにより、
わかりやすく解説した年金実務書の決
定版。
＜平成23年5月発刊予定＞

（平成23年度版）

A5判　定価2,520円（本体2,400円＋税）
制度の仕組みと給付の受け方を、わか
りやすく、詳しく解説。届出・請求書の様
式は記載例つきで収録。
＜平成23年5月発刊予定＞

（平成23年度版） 年金相談ＡからＺ  （平成23年度版） 
Ｂ５判　定価2,310円（本体2,200円＋税）
東京都社会保険労務士会 企画　
東京社会保険労務士協同組合 編集
年金相談の心得、国民年金・厚生年金制
度のしくみ、老齢・障害・遺族給付をわかりや
すく解説。Ｑ＆Ａ形式で、詳細な説明により、
より深くポイントが理解できるよう編集。
＜平成23年6月発刊予定＞

国民年金法総覧  （平成22年4月版） 
B5判　定価4,410円（本体4,200円＋税）

法律の条文ごとに、関係政令・省令・通
知等を収載し、法令上の根拠、行政解
釈・事務取扱いの全容が体系的にわか
るように編集。3年ぶりの改訂版。

※平成23年発刊予定図書の表紙は前年度版です。
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Q
． 標
準
報
酬
月
額
の
決

定
と
改
定
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

標
準
報
酬
月
額
の
設
定

　
厚
生
年
金
保
険
で
は
、
保
険
料
額

や
年
金
な
ど
の
保
険
給
付
額
を
算
定

す
る
と
き
、
被
保
険
者
の
収
入
を
も

と
に
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、計
算
を
簡
単
に
し
、

多
数
の
被
保
険
者
を
対
象
と
す
る
事

務
処
理
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た

め
に
、
標
準
報
酬
月
額
お
よ
び
標
準

賞
与
額
と
い
う
も
の
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
報
酬
月
額
に
つ
い
て

は
、
被
保
険
者
の
実
際
の
報
酬
月
額

を
六
、〇
〇
〇
円
か
ら
三
〇
、〇
〇
〇

円
の
幅
で
区
分
し
た
仮
の
報
酬
を
定

め
、
実
際
の
報
酬
を
こ
の
仮
の
報

酬
に
当
て
は
め
て
保
険
料
の
額
を
計

算
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仮
の
報
酬

を
標
準
報
酬
月
額
（
等
級
）
と
い

い
、
厚
生
年
金
保
険
で
は
、
一
級

の
九
八
、〇
〇
〇
円
か
ら
三
〇
級
の

六
二
〇
、〇
〇
〇
円
ま
で
の
三
〇
等

級
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
賞
与
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
が
受
け
た
賞
与
額
の
一
、

〇
〇
〇
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
標

準
賞
与
額
と
し
、
一
回
あ
た
り

一
五
〇
万
円
を
上
限
と
し
て
、
保
険

料
の
額
を
計
算
し
ま
す
。

07

Ｑ
． 国
民
年
金
の
保
険
料

は
ど
の
よ
う
に
納
め

る
の
で
す
か
？

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
案
内
書

を
用
い
て
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
が
あ

り
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
預
貯
金
通
帳
、
通

帳
届
出
印
、
納
付
書
を
持
参
し
て
、

金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
も
な
く
、

面
倒
な
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
毎
月
定
額
な
の
で
間
違

い
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
年
間
分
な
ど
保
険
料
を

前
も
っ
て
納
め
る
前
納
制
度
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
年

率
四
・
〇
％
の
割
引
（
複
利
現
価
法

に
よ
る
割
引
）
と
な
り
、
一
般
の
金

融
機
関
の
金
利
と
比
べ
て
も
有
利
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
保
険
料
は
、「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ

ー
）
マ
ー
ク
」
の
つ
い
た
納
付
書
の

保
険
料
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
納
付
の
手
続
き
の
際
に
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
収
納
機
関

番
号
」、「
納
付
番
号
」、「
確
認
番
号
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

の
は
、
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

がPay-easy

に
対
応
し
て
い
る
場
合

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
と

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

契
約
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
法
を
利
用
し
な
い
場

合
に
は
、
納
付
書
に
よ
っ
て
毎
月
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
に
出
向
い
て
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
た
と
え
ば
市
区
町
村
民
税

が
非
課
税
の
場
合
な
ど
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
世
帯
全
体
と
し
て

納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
国
民
年
金
の

保
険
料
の
納
付
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い︻
八
面
に
関
連
記
事
︼。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
二
年
を

経
過
す
る
と
、
順
次
時
効
に
よ
り
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
年
金
受
給
の
際
の
年
金

額
は
少
な
く
な
り
、
長
期
の
未
納
が

あ
れ
ば
年
金
を
受
け
る
資
格
さ
え
も

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
免
除
や
学

生
納
付
特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
一
〇
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
て

年
金
額
を
元
に
戻
す
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
。

＊ 「
国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問
」は
、

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す（http://www.nenkin.

or.jp/emember/faq_box/

）。会
員

の
み
な
さ
ま
向
け
で
あ
る
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
内
容
を
更
新

し
て
、順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

報
酬
と
は

　
報
酬
と
は
、
賃
金
、
給
料
、
俸
給
、

手
当
、
賞
与
そ
の
他
い
か
な
る
名
称

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
労
働
者
が
、

労
働
の
対
償
と
し
て
受
け
る
す
べ
て

の
も
の
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
臨

時
に
受
け
る
も
の
お
よ
び
三
月
を
超

え
る
期
間
ご
と
に
受
け
る
も
の
は
、

報
酬
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
、
報
酬
と
は
労
働
の
対
償
と
し
て

受
け
る
す
べ
て
の
も
の
を
指
し
ま
す

が
、
弔
慰
金
や
見
舞
金
な
ど
の
よ
う

に
「
臨
時
に
受
け
る
も
の
」
は
除
外

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
賞
与
に
つ
い
て

は
、
三
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
受

け
る
も
の
（
年
三
回
以
下
支
給
さ
れ

る
も
の
）
を
賞
与
と
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
通
貨
以
外
の
現
物
で
支
給

さ
れ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

が
都
道
府
県
ご
と
に
定
め
た
現
物
給

付
の
価
額
や
時
価
で
通
貨
に
換
算
さ

れ
ま
す
。

定
時
決
定

　
毎
年
七
月
一
日
現
在
で
使
用
さ
れ

て
い
る
事
業
所
に
お
い
て
、
被
保
険

者
が
四
月
、
五
月
、
六
月
の
三
か
月

間
に
受
け
た
報
酬
の
総
額
を
そ
の
期

間
の
月
数
で
除
し
た
額
が
報
酬
月
額

と
さ
れ
て
、
標
準
報
酬
月
額
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
報
酬
の
支
払

の
基
礎
と
な
っ
た
日
数
が
一
七
日
未

満
で
あ
る
月
を
除
き
ま
す
。
こ
れ
を

定
時
決
定
と
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
定
時
決
定
に
よ
っ

て
決
ま
っ
た
標
準
報
酬
月
額
は
、
そ

の
年
の
九
月
か
ら
翌
年
の
八
月
ま
で

の
各
月
の
標
準
報
酬
月
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
六
月
一
日
か
ら
七
月

一
日
ま
で
の
間
に
被
保
険
者
の
資
格

を
取
得
し
た
場
合
や
、
七
月
か
ら
九

月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
か
ら
標
準

報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
た
り
、
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
そ
の
年
の
定
時
決
定
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

資
格
取
得
時
決
定

　
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
場
合

は
、
資
格
取
得
時
の
報
酬
に
応
じ
た

方
法
で
報
酬
月
額
が
決
定
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
月
給
や
週
給
の
場

合
に
は
、
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し

た
日
現
在
の
報
酬
の
額
を
そ
の
期
間

の
総
日
数
で
除
し
て
得
た
額
の
三
〇

倍
に
相
当
す
る
額
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
標
準
報
酬

月
額
は
、
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得

し
た
月
か
ら
そ
の
年
の
八
月
（
六
月

一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
間

に
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
場
合

は
翌
年
の
八
月
）
ま
で
の
各
月
の
標

準
報
酬
月
額
と
な
り
ま
す
。

随
時
改
定

　
現
に
使
用
さ
れ
る
事
業
所
に
お
い

て
継
続
し
た
三
か
月
間
（
報
酬
支
払

の
基
礎
と
な
っ
た
日
数
が
一
七
日
以

上
に
限
る
）
に
、
被
保
険
者
が
受
け

た
報
酬
の
総
額
を
三
で
除
し
て
得
た

額
が
、
そ
の
人
の
標
準
報
酬
月
額
の

基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
に
比
べ
て
、

著
し
く
高
低
を
生
じ
た
場
合
、
具
体

的
に
は
二
等
級
以
上
差
が
生
じ
た
場

合
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
そ
の

著
し
く
高
低
を
生
じ
た
月
の
翌
月
か

ら
、
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
随
時
改
定
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
随
時
改
定
に
よ
り
改
定
さ
れ

た
標
準
報
酬
月
額
は
、
そ
の
年
の
八

月
（
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に

改
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
翌
年

の
八
月
）
ま
で
の
各
月
の
標
準
報
酬

月
額
と
な
り
ま
す
。

国民年金
よくある

質　問

厚生年金
よくある

質　問
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いつ起きるかわからない、
いつ起きてもおかしくない。
“その時”に備えて─

地震に備えるポイントが１冊でわかるパンフレット

地震に備える ●平成23年5月発行

地震が起きる前に日頃からこころえておくべき準備から、地震が起
きた時に安全に避難するための方法や応急手当・救命手当、住まい
の防災まで、地震に備えるポイントを網羅しています。 

   
地域住民のための防災対策    
パンフレット＆リーフレット    

   

テーマごとにコンパクトにまとめたリーフレット 

災害のとき！ 
あなたの助けが 
必要な人がいます。
災害時要援護者を守るため
に、日頃の地域交流のあり
方や災害時に要援護者を支
援するポイントを解説。 

グラッときたとき！ 
あなたの家の家具は
倒れませんか？ 
大地震の時の家具類の転倒・
落下を防止するための、自
分でできる対策や安心度を
高める一工夫などを解説。

イザというとき！ 
覚えておきたい 
応急手当と救命手当 
けがや心肺停止などの急病
に対して、病院で治療を受
ける前に施しておきたい応
急手当・救命手当を図解。 

A4判/4頁カラー
定価：42円（本体40円＋税）
監修：高橋  洋 （ＮＰＯ法人  災害福祉広域

支援ネットワーク・サンダーバード理事） 

＊＊名称刷込み（スミ１色）をご希望の場合は、21,000円（税込）で申し受けます。  

ご注文・お問い合わせは─ 

年友企画（株）
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う
も
の
は
運
転
を
続
け
る
過
程
で

多
く
の
放
射
性
廃
棄
物
を
産
み
出

す
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
処

理
を
含
め
て
原
発
の
発
電
の
サ
イ

ク
ル
が
完
成
す
る
も
の
な
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
廃
棄
物
と
い
う
く
ら

い
だ
か
ら
処
分
す
れ
ば
い
い
。
し

か
し
処
分
す
べ
き
廃
棄
物
の
中
に

は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
と
い
っ

た
極
め
て
強
い
放
射
能
を
持
っ
た

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
半
減
期
は
二
万
四

千
年
。
半
減
期
と
は
放
射
能
の
強

さ
が
半
分
に
な
る
ま
で
に
か
か
る

年
数
で
あ
り
、
適
当
に
埋
め
る
と

い
う
わ
け
に
い
か
な
い
。

　
か
つ
て
は
ロ
ケ
ッ
ト
に
積
み
込

ん
で
太
陽
に
向
か
っ
て
打
ち
込
め

ば
い
い
な
ど
と
い
う
乱
暴
な
議
論

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
発
射
に
失

敗
す
れ
ば
地
球
上
に
死
の
灰
が
降

り
ま
か
れ
る
大
惨
事
に
な
る
。

　
冒
頭
の
映
画
の
オ
ン
カ
ロ
で
は

地
下
深
く
の
堅
い
岩
盤
を
く
り
抜

い
て
そ
の
中
に
放
射
性
廃
棄
物
を

埋
め
て
二
度
と
開
か
な
い
よ
う
に

蓋
を
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
放
射

能
が
漸
減
し
て
安
全
に
な
る
一
〇

万
年
後
を
待
つ
の
だ
と
い
う
。

　
だ
が
、
一
〇
万
年
で
あ
る
。
想

像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
一
〇
万
年
後
は
無
理
と
し
て
、

で
は
一
〇
万
年
前
。
石
器
時
代
の

頃
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
文
明
と
は

遙
か
に
遠
い
時
代
だ
。
そ
の
頃
の

我
々
の
祖
先
が
今
の
我
々
を
少
し

で
も
想
像
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
地
下
深
く
に
埋
ま
っ
た
危
険
物

貯
蔵
庫
の
蓋
を
数
千
世
代
に
の
ぼ

る
子
孫
た
ち
の
誰
ひ
と
り
開
け
な

い
と
誰
が
保
証
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
過
去
の
一
〇
万
年
を
思
う
と
、

未
来
の
一
〇
万
年
な
ど
到
底
今
の

我
々
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
映
画
は
重
い
課

題
を
我
々
に
突
き
つ
け
る
。

　
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
な
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
て
は

や
さ
れ
て
き
た
原
発
の
現
実
。

　
し
か
し
脱
原
発
と
言
う
は
た
や

す
い
が
、
こ
れ
を
必
要
と
し
た
の

は
我
々
の
生
活
そ
の
も
の
で
は
な

い
の
か
。
今
の
我
々
の
暮
ら
し
を

前
提
に
考
え
た
場
合
、
単
に
原
発

廃
止
と
言
っ
て
解
決
す
る
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
今
は
な
に
よ
り
も
被

災
地
の
復
興
が
第
一
だ
。
そ
の
上

で
、
我
々
の
生
活
は
一
体
ど
う
い

う
基
盤
の
上
で
築
か
れ
て
い
る
の

か
を
よ
く
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ち
な
み
に
冒
頭
の
映
画
の
題

名
。
邦
題
は
一
〇
万
年
と
時
間
を

区
切
っ
て
い
る
が
、
原
題
はinto�

eternity
。
永
遠
に
、
で
あ
る
。

　
今
、
今
回
の
コ
ラ
ム
の
題
名
と

同
じ
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。

　
ご
く
一
部
で
の
上
映
な
の
で
観

た
人
は
少
な
い
と
思
う
が
、
こ
の

映
画
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ン
カ

ロ
と
い
う
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
（
永
久
地
層
処

分
場
）を
題
材
に
し
た
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
こ
の
秋
の
上
映
予
定

だ
っ
た
が
、
福
島
原
発
事
故
発
生

で
予
定
を
繰
り
上
げ
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
今
回
の
原
発
事
故
で
放

射
能
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
連
日

の
報
道
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
原
発
と
い

一
〇
万
年
後
の
安
全

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

保
険
料
免
除
制
度
と
は

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保

険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除

と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
一

部
納
付（
免
除
）制
度
」な
ど
が
あ
り

ま
す
。
免
除
の
期
間
は
、
申
請
し
た

年
度
の
七
月
か
ら
翌
年
の
六
月
分
ま

で
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
一
〇
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
二
年
を
過

ぎ
る
と
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

全
額
免
除
制
度

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
一
年
四
月
分
か
ら
の
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
の
年
金
額
の
二
分
の
一（
平
成

二
一
年
三
月
分
ま
で
は
三
分
の
一
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料

の
一
部
を
納
付
、
残
り
の
保
険
料
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
三
種
類
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額

の
計
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
免
除
さ
れ
た
額
の
保
険

料
を
納
め
な
い
場
合
は
未
納
期
間
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
四
分
の
三
免
除
　
保
険
料
の

四
分
の
三
の
額
が
免
除
さ
れ
、
残
り

の
四
分
の
一
の
額
を
納
め
る
も
の

で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に

は
、
四
分
の
三
免
除
の
期
間
は
全
額

を
納
め
た
と
き
の
八
分
の
五（
平
成

二
一
年
三
月
分
ま
で
は
二
分
の
一
）

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
二
分
の
一
免
除
　
保
険
料
の

半
額
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の
半
額
を

納
め
る
も
の
で
す
。
将
来
年
金
を
受

け
る
と
き
に
は
、
半
額
免
除
の
期
間

は
全
額
を
納
め

た
と
き
の
八

分
の
六（
平
成

二
一
年
三
月
分

ま
で
は
三
分
の

二
）
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
四
分
の
一

免
除
　
保
険

料
の
四
分
の
一

の
額
が
免
除
さ

れ
、
残
り
の
四

分
の
三
の
額
を

納
め
る
も
の
で

す
。
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き

に
は
、
四
分
の

一
免
除
の
期
間

こ
の
記
事
は
市
区
町
村

の
広
報
誌（
紙
）
に
そ
の

ま
ま
掲
載
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
事
は
当
協
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

ご
案
内

社団法人 日本国民年金協会FAX. 03－3265－2894
ご注文はファクシミリで ※書店では取り扱っておりません。

日本国民年金協会の図書日本国民年金協会の図書
国民年金実務担当者ハンドブック

　資格取得届出書、免除
申請書、裁定請求書にな
どに係る市区町村の実
務について解説。市区町
村の国民年金担当者必
携のハンドブックです。
A５判　112ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

22年3月刊行

年金委員ハンドブック
　活動事例、活動の留意
点をはじめ、データを豊
富に掲載し、主に地域型
の年金委員の皆さまの
活動に必要な情報を一
冊の本にまとめました。
Ａ５判　128ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

22年11月刊行

●免除の対象となる所得（収入）のめやす

※申請の時期（申請が 1 〜 6 月までの間の場合）によって、前々年の所得で審査を行う場合があります。
※ 一部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来

の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を
受け取ることができなくなる場合があります。

は
全
額
を
納
め
た
と
き
の
八
分
の
七

（
平
成
二
一
年
三
月
分
ま
で
は
六
分

の
五
）で
計
算
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る

所
得
基
準

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、

本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯
主
な

ど
の
前
年
所
得
が
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
基
準
を
超
え
て
い
て
も
災

害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
の
理

由
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

未
納
に
せ
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

扶養人数
免除対象となる所得（収入）のめやす（　）内は収入

全額免除 4 分の 3 免除 2 分の 1 免除 4 分の 1 免除

3 人扶養
（夫婦、子ども

2 人）

162 万円
（257 万円）

230 万円
（354 万円）

282 万円
（420 万円）

335 万円
（486 万円）

1 人扶養
（夫婦のみ）

92 万円
（157 万円）

142 万円
（229 万円）

195 万円
（304 万円）

247 万円
（376 万円）

扶養なし 57 万円
（122 万円）

93 万円
（158 万円）

141 万円
（277 万円）

189 万円
（296 万円）

な
ど
が
必
要
で
す
が
、
上
記
の
他
に

も
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
市
区
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で
も
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
上
記
の
免
除
制

度
を
は
じ
め
、
納
付
猶
予
や
納
付
特

例
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
区
町
村
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。


